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1. 研究の背景
　私自身が北海道出身でありながら，アイヌに関しての知識
をほとんど持たず，自分が育った土地に元々暮らしている人
々に目を向けることをしてこなかった。
　現在では和人との混血が進み，見た目でアイヌの人だと判
別することがなく，アイヌの人々を意識することも少なく
なっている。『アイヌ民族誌』でも，「現在アイヌの人たちが
一番多く住んでいる道南部の日高や胆振地方においても，生
活や習慣は全く内地人のそれと違ったところがない。白老・
登別・旭川・阿寒等々の観光部落で見られる姿は現状を離れ
た昔の姿の模倣演出に過ぎないのである」と述べている(1)。
また，アイヌ研究家の佐久間氏によると，現在観光地に建て
られているチセ（住居）は復元模型であり，昔のアイヌの人々
の暮らしを完璧に再現できている確証はないという。このよ
うに，私たちがアイヌを身近に感じることは難しくなってい
ると感じている。
　一方，2018 年でアイヌモシリ（アイヌの人々が生きる大
地）が北海道と名付けられ，150 年を迎えた。この 150 年の
歴史を振り返るにあたって，開拓に入った者だけでなく，先
住民であるアイヌの人々の存在を避けて通ることはできない。
　そこで，アイヌの人々をより身近に感じ，よりアイヌにつ
いて知りたいと思い，本研究に至った。そのなかでも特に，
アイヌの生活文化やアイヌの人々の一生，更には神観念つい
て理解したいと思った。
　先行研究において，アイヌの生活文化や行事，儀式などに
ついて幅広い研究がなされている。一方，それぞれの分野で
個別に研究が進んでいる節があり，アイヌの一生を通じた総
合的な研究が多いとはいえない。そこで，先行研究を概観し，
それらを統合することで，アイヌの一生から見たアイヌの生
活文化を捉える必要があると感じた。
2. 本研究の目的
　本研究では，先行研究で明らかになっているアイヌの生活
文化，行事，儀式などを，人の一生に沿って時系列でまとめ，
特に，アイヌの人々の一生から見たアイヌの神観念を明らか
にすることで，普段意識することのないアイヌの人々を身近
に感じ，加えて，それぞれの分野で個別に研究が進んでいる
節のあるアイヌの文化への総合的な理解を深めることを目的
とする。
　また，本研究の成果は，生活環境の観点からアイヌの人々
の生活の研究を進める基礎資料となると考えられる。
3. 既往研究と本研究の位置づけ
　アイヌの神観念や生活文化を総合的かつ詳細に編纂した既
往研究は，現在存在を見出すことはできなかった。ただし，
比較的総合的にアイヌの基本的な生活文化がまとめられてい
る書籍としては児嶋恭子の『アイヌ文化の基礎知識』が挙げ
られる。ここでは，言葉や生業，衣食住，神，人々の一生に
ついて基本的な知識が示されている。
　『アイヌ民族誌』では，さらに詳しくアイヌの研究の歴史
やアイヌ民族の歴史，様々な特徴，暮らし，言葉，地名等つ
いて総合的に述べられており，儀式の詳細な手順なども述べ
られている。また，瀬川清子の『アイヌの婚姻』では，アイ
ヌが成人し，結婚してから死ぬまでの制度や実態が述べられ
ている。
4. 研究方法
　本研究では，文献調査，インターネット検索，研究者への
ヒアリング調査，博物館や資料館調査による情報収集を行う。
それらの情報を元に，アイヌの人々が一生のうちで経験する
通過儀礼や特徴的な生活文化について時系列に沿ってまとめ
る。さらに，アイヌの人々の暮らしと神との関わりを抽出し，
先行研究において，とくに神観念について何が明らかにされ
て，何が明らかにさえていないかを把握することで研究の目
的を達成したい。
5. 結果および考察
5-1　アイヌの神観念の既往研究について
　本研究では，アイヌの人々の一生を通じて，特に彼らの神
観念について先行研究を概観しながら抽出した。全体として，
先行研究に述べられている神観念について，研究者等によっ
て差異がみられた項目と，共通する項目に明らかな差異が生
じていた。
　以下，各項目における神観念について述べる。妊娠では，
胎児の発育や出産時の安産祈願，難産時，床上げの際に祈る
神について差異が見られた。しかし，ウワタマ（懐妊の祈り）
や妊娠時の安産祈願，出産が不浄であるという考えについて
は，共通点が多くみられた。一方，妊娠についての考え方，
着帯の祈り，妊婦の身体の祓い清めについては，研究者一人
のみの言及であった（表 1）。
　誕生・成長では，揺り板の魔除けの効果の原因ついては，
研究者によって差異がみられ，共通している点は見られな
かった。一方，夜泣きの原因と対処，生まれてからすぐに名
前を付けない理由については，研究者一人のみの言及であっ
た（表 1）。
渕山 亜佐美   
キーワード：アイヌ民族，神観念，一生
アイヌの神観念についての基礎的研究
―神々と生きる人々の一生を通じて―
［指導教員：武庫川女子大学准教授　鎌田 誠史］
生活環境学研究 No.7 2019 99
 
　成人・イレズミでは，イレズミの意味について，研究者ご
とにばらつきがみられた。一方，モウル（長襦袢）やウプソ
ル（貞操帯）に，洗髪については，研究者一人の言及であっ
た（表 1）。
　結婚については，結婚の儀式の中で祈る神について，研究
者によるばらつきがみられた。一方，求婚後の礼拝や，結婚
披露宴にあたるサケプニという儀式については，研究者一人
の言及であった（表 1）。
　建築については，家を建てる場所の選定，地鎮祭で祈る神，
よもぎの葉を射る意味，新築祝いの儀式の中で祈り，祀る神，
家の守護神を作るときに登場する神において，研究者による
ばらつきがみられた。一方，地鎮祭の準備や骨組みを組み終
えた後の祈りについては，研究者一人のみの言及であった 
（表 1）。
　死については，他界観，墓標の意味，先祖供養の対象にな
らない霊の理由，祖霊祭で祈る神において，研究者による差
異がみられた。しかし，死生観や死後の暮らし，他界への入
り口の場所，副葬品について，死者を運び出す際の方法，祖
霊祭の終了を報告する神について共通点がみられた。一方，
死者の国とこの世の違いや死を伝える使者が二人組で行く理
由，水汲みの儀，屋内清掃と座席変え，墓参りをしない理由，
祖霊祭での祈り詞については，研究者一人のみの言及であっ
た（表 1）。
　イオマンテについては，イナウ（木幣）を捧げる神やクマ
の頭が安置される場所について，研究者によるばらつきがみ
られた。しかし，クマなどの神の考え方，イオマンテの主旨，
子ぐまを育てることの考え方，肉体から分離した霊の座る場
所については，共通点がみられた。一方，クマがいけにえで
あることの否定やイオマンテ当日に祈る神，クマの肉を参列
者全員が食べること，残った頭骨の扱いについては，研究者
一人のみの言及であった（表 1）。
　以上より，妊娠・出産や死，イオマンテについての神観念は，
研究が多くされており，共通点も他と比べて多くみられた。
一方，誕生・成長，成人・イレズミ，結婚ついての神観念は
あまり述べられておらず，一人の研究者のみの言及が多く，
共通点をみいだすことができなかった。また，建築について
の神観念は，共通しているものがみられなかった。このこと
から，誕生・成長，成人・イレズミ，結婚，建築において，
項目によっては更なる研究が必要であることが分かった。
5-2　アイヌの神観念について
　アイヌの人々の一生を通じて，祈る神について，全体に共
通しているのは火の神であり，新築祝い以外のすべてに火の
神が存在した。つまり，アイヌの人々にとって，最も身近な，
あるいは重要な神は，「火の神」であると言える。次に多く
祈る神は，産の神である。この神は，出産に関する祈りの中
で多く存在し，難産の時以外のすべてで存在した。その次に
多く祈る神は，戸外幣壇の四神と，家の守り神である。戸外
幣壇の四神は，妊娠，結婚，建築のときに祈られていた。家
の守り神は，妊娠，結婚，建築，祖霊祭のときに祈られていた。
　とくに，イオマンテにおいては，他の動物の神が多く存在
しているという特徴がみられた。
　以上のことから，アイヌの神は火の神を中心に存在してお
り，自然や周りの多くのものを神として捉え，そして生活の
中でそれらの神と非常に密接に関係していると言える。
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前を付けない理由については，研究者一人のみの言及であっ
た（表 1）。
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　成人・イレズミでは，イレズミの意味について，研究者ご
とにばらつきがみられた。一方，モウル（長襦袢）やウプソ
ル（貞操帯）に，洗髪については，研究者一人の言及であっ
た（表 1）。
　結婚については，結婚の儀式の中で祈る神について，研究
者によるばらつきがみられた。一方，求婚後の礼拝や，結婚
披露宴にあたるサケプニという儀式については，研究者一人
の言及であった（表 1）。
　建築については，家を建てる場所の選定，地鎮祭で祈る神，
よもぎの葉を射る意味，新築祝いの儀式の中で祈り，祀る神，
家の守護神を作るときに登場する神において，研究者による
ばらつきがみられた。一方，地鎮祭の準備や骨組みを組み終
えた後の祈りについては，研究者一人のみの言及であった 
（表 1）。
　死については，他界観，墓標の意味，先祖供養の対象にな
らない霊の理由，祖霊祭で祈る神において，研究者による差
異がみられた。しかし，死生観や死後の暮らし，他界への入
り口の場所，副葬品について，死者を運び出す際の方法，祖
霊祭の終了を報告する神について共通点がみられた。一方，
死者の国とこの世の違いや死を伝える使者が二人組で行く理
由，水汲みの儀，屋内清掃と座席変え，墓参りをしない理由，
祖霊祭での祈り詞については，研究者一人のみの言及であっ
た（表 1）。
　イオマンテについては，イナウ（木幣）を捧げる神やクマ
の頭が安置される場所について，研究者によるばらつきがみ
られた。しかし，クマなどの神の考え方，イオマンテの主旨，
子ぐまを育てることの考え方，肉体から分離した霊の座る場
所については，共通点がみられた。一方，クマがいけにえで
あることの否定やイオマンテ当日に祈る神，クマの肉を参列
者全員が食べること，残った頭骨の扱いについては，研究者
一人のみの言及であった（表 1）。
　以上より，妊娠・出産や死，イオマンテについての神観念は，
研究が多くされており，共通点も他と比べて多くみられた。
一方，誕生・成長，成人・イレズミ，結婚ついての神観念は
あまり述べられておらず，一人の研究者のみの言及が多く，
共通点をみいだすことができなかった。また，建築について
の神観念は，共通しているものがみられなかった。このこと
から，誕生・成長，成人・イレズミ，結婚，建築において，
項目によっては更なる研究が必要であることが分かった。
5-2　アイヌの神観念について
　アイヌの人々の一生を通じて，祈る神について，全体に共
通しているのは火の神であり，新築祝い以外のすべてに火の
神が存在した。つまり，アイヌの人々にとって，最も身近な，
あるいは重要な神は，「火の神」であると言える。次に多く
祈る神は，産の神である。この神は，出産に関する祈りの中
で多く存在し，難産の時以外のすべてで存在した。その次に
多く祈る神は，戸外幣壇の四神と，家の守り神である。戸外
幣壇の四神は，妊娠，結婚，建築のときに祈られていた。家
の守り神は，妊娠，結婚，建築，祖霊祭のときに祈られていた。
　とくに，イオマンテにおいては，他の動物の神が多く存在
しているという特徴がみられた。
　以上のことから，アイヌの神は火の神を中心に存在してお
り，自然や周りの多くのものを神として捉え，そして生活の
中でそれらの神と非常に密接に関係していると言える。
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差異がみられるもの 共通しているもの 一人のみが言及しているもの
妊娠・出産 胎児の発育を祈る神 ウワタマで祈る神 妊娠の考え方
出産時の安産祈願で祈る神 妊娠時の安産祈願 着帯の祈りで祈る神
難産時に祈る神 出産＝不浄・けがれという考え 妊婦の身体の祓い清めについて
産後の「火」との距離
産後の床上げで祈る神
誕生・成長 揺り板の魔除けの効果の元 夜泣きの原因と対処
名前をすぐに付けない理由
成人・イレズミ イレズミの意味 モウル、ウプソルについて
洗髪について
結婚 結婚の儀式で祈る神 求婚後の礼拝
サケプニ
建築 家を建てる場所の選定 地鎮祭の準備について
地鎮祭で祈る神 骨組みを組み終えた後の祈り
よもぎの矢を射る意味
新築祝いで祀る神
家の守護神を作るときの神
新築祝いで祈る神
死 他界観 死生観 死者の国と人の世の違い
墓標の意味 死後の暮らし 死を伝える使者が二人で行く理由
他界の入口の場所 墓を掘る前に火を焚くこと
先祖供養対象にならない人の理由 副葬品を持たせ忘れた場合 墓穴を掃き清めること
祖霊祭で祈る神 葬儀で祈る神、死者をさとす 葬儀で墓標にお願いすること
死者を足から先に家から出す 葬儀で霊と火の神に酒を捧げること
死者を家の壁を破って外に出す 水汲みの儀
副葬品を壊してから入れる 埋葬後に衣服を払ってから家に入る
埋葬後に報告する神 屋内清掃と座席変え
家を焼く理由
祖霊祭の終了を報告する神 喪が明ける時に報告する神
墓参りしない理由
祖霊祭での祈り詞
イオマンテ イナウを捧げる神 クマなどの神の考え方 「くま＝いけにえ」を否定
クマの頭が安置される場所 イオマンテの主旨 子ぐまが村にいることの御利益
子ぐまを育てることの考え方 イオマンテ当日に祈る神
肉体から分離した霊が座る場所 供物がない場合
くまの肉を参列者全員が食べること
残った頭骨の扱い
 
表 1　アイヌの神観念の研究について一覧
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